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　４月６日から荒木敏之氏が就任します。

朝日町副町長　荒木　敏之  氏
　令和２年朝日町議会第１回定例会（３月議会）において、同意いただき、４
月６日付けで副町長に就任します。
　豊かな自然、活力のある人材、整備された社会基盤などすばらしい朝日町の
財産を活かしつつ、５年後、10年後を見据えた、安全安心で元気な朝日町を築
くため、矢野町長のもと、微力ではありますが、精一杯努力しますのでよろし
くお願いします。

　３月19日に納入され、３月
末頃から運用を開始しています。
　配備された消防車はCAFS
「キャフス」装置を搭載した水
槽付消防ポンプ自動車（通称
「タンク車」）で、1,500リッ
トルの水を積載しています。
　＊CAFS「キャフス」装置とは、水
　　と消火剤を混合した液に圧縮空気
　　を注入して泡を発生させて放射が
　　できる装置です。

 特　　徴
①水のみの放射と比較して、
浸透性、冷却性が高く、素
早い消火が可能となります。

②少ない水量で消火が可能に
なり、水による損害の軽減
が期待できます。

③キャフスの泡は石けんが主
成分の環境に優しく安全な
ものです。

あら  き　　  としゆき

問い合わせ先
四日市市北消防署朝日川越分署　TEL 377－4945

就任のごあいさつ

　朝日町では、平成22年度に、基本構想（平成23年度～令和２年度）と前期基本計画（平成23年度～平成27
年度）からなる第５次朝日町総合計画を策定し、「いきいき暮らす　緑と歴史のまち　朝日」を将来像に掲げ、
実現に向けた主要施策を各分野にわたって体系的に定め、様々な取り組みを推進してきました。
　こうした取り組みを踏まえるとともに、住宅地開発による人口増への対応や社会・経済情勢の変化、住民ニ
ーズを踏まえ、基本構想で定めた将来像を実現するため、後期５年間（平成28年度～令和２年度）の新たなま
ちづくりの指針として、「第５次朝日町総合計画後期基本計画」を策定しました。今回、後期基本計画の中間
年度である平成30年度の目標指標の進捗状況について中間評価を行いましたので、その結果を次のとおり公表
します。

○後期基本計画進捗状況
目標指標
達　　成
未 達 成

103項目
　52項目（50.5％）
　51項目（49.5％）

昭和58年  三重県に採用
平成20年  病院事業庁県立病院経営室長
平成24年  教育委員会事務局教育総務課長
平成27年  健康福祉部参事

平成29年  健康福祉部副部長
平成30年  会計管理者兼出納局長
朝日町柿在住。59歳。

【
略
歴
】

第１章　安全・安心で快適なまちづくり
第２章　健やかでやさしいまちづくり
第３章　人が輝き歴史と文化を育むまちづくり
第４章　利便性のある調和のとれたまちづくり
第５章　力みなぎる産業のまちづくり
第６章　参画と協働で未来を築くまちづくり
第７章　持続可能なまちづくり
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計
問い合わせ先

企画情報課　TEL 377－5663

後期基本計画　中間評価について第５次朝日町総合計画

副町長就任ごあいさつ

四日市市北消防署朝日川越分署の消防車が更新されました。


